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2月号
1 月 1 日 現 在 の
人 口 と 世 帯 数

※増減数は、転出取消・世帯分離などにより合わない場合があります。
（住民基本台帳より）

P2、3…平成２４年分確定申告
P4、5…第６１回松茂町成人式  
P9……「津波警報が変わります」
P10… 明るく住みよい社会を
           めざして

15,469人
7,740人
7,729人
6,417世帯
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表紙解説16ページにあります

第61回

   祝  松茂町成人式



　
平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
間
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
月
18
日（
月
）か
ら
3
月
15
日（
金
）ま
で

1

申
告
会
場

●
松
茂
町
総
合
会
館（
役
場
西
隣
）　
2
階

　
会
議
室
1

　
受
付

　
9
時
〜
16
時

     

確
定
申
告

平成24年分

申告と
納税は
正しく
お早めに

月　　日 対  象  者 地　　区

2月18日（月）
公的年金所得のみ
の方

長岸・中喜来・広島・豊中・
豊岡

2月19日（火） 向喜来（中喜来字群恵・稲
本）・笹木野・住吉・福有・
満穂・長原

2月20日（水）

すべての方

※譲渡所得・贈与
税・相続税のあ
る方は、税務署
で申告してくだ
さい。

長岸・長原

2月21日（木）
　  22日（金）

中喜来

2月25日（月） 向喜来・福有

2月26日（火）
  ～28日（木）

広島

3月 1 日（金）
　   4 日（月）
  ～ 6 日（水）

笹木野

3月 7 日（木） 住吉・豊中

3月 8 日（金） 満穂

3月11日（月） 豊岡

3月12日（火）
  ～15日（金）

全地区

●
鳴
門
税
務
署（
鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
39
―
3
）

　
受
付

　
平
日
の
9
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
　（
書
類
提
出
受
付
は
8
時
30
分
〜
17
時
）

※
税
務
署
で
は
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税
還

付
の
申
告
は
、
2
月
16
日
以
前
で
も
受
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
や
時
間
外
収
受
箱
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

〔
ご
注
意
〕

　
　
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
役
場
で
の
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
）。

　
ア
．
土
地
や
建
物
を
売
る
な
ど
し
て
譲
渡
所
得
の
あ

る
方

　
イ
．
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
方
で
次
に

該
当
さ
れ
る
方

　
　
　
●
店
舗
・
事
務
所
な
ど
と
の
併
用
住
宅
の
方

　
　
　
●
連
帯
債
務
の
借
入
を
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
●
認
定
長
期
優
良
住
宅
、
特
定
増
改
築
、
特
定

改
修
、
住
宅
耐
震
改
修
の
方
　

　
平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
分
の
納
期
限
は
、

平
成
25
年
3
月
15
日（
金
）で
す
。
振
替
納
税
を
ご
利
用

の
方
は
、
平
成
25
年
4
月
22
日（
月
）が
振
替
日
で
す
。

期間の初日と 2日目に、公的年金所得のみの方を対象とした日を設
けました。該当される方はお越しください。
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KA KU TE I SHI N KO KU
○
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入
が
あ
る
方
、
土

地
や
建
物
を
売
っ
た
方
な
ど

○
給
与
の
収
入
金
額
が
２
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
、

給
与
を
1
か
所
か
ら
受
け
て
い
て（
給
与
・
退
職
所
得

を
除
い
た
）他
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方
な
ど

○
給
与
所
得
や
公
的
年
金
の
年
末
調
整
後
に
、
医
療
費

控
除
や
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
所
得
控
除
を
追
加
す

る
方
な
ど

○
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
所
得
や
住
民

税
課
税
の
確
認
を
必
要
と
す
る
方
な
ど

　
・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

　
・
介
護
保
険
1
号
被
保
険
者

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
に

属
す
る
方

　
な
ど

※
勤
務
先
・
年
金
支
払
者
か
ら
給
与
や
年
金
の
支
払
報

告
書
が
松
茂
町
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
年
末
調

整
の
内
容
に
変
更
や
控
除
の
追
加
が
な
い
方
は
、
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
戻
る
場
合

　
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
に

な
っ
て
い
る
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
年
末
調
整
の

後
で
医
療
費
控
除
や
各
種
控
除
な
ど
を
追
加
す
る
方

は
、
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま

す
。４

確
定
申
告
時
に
添
付
・
準
備
す
る
も
の

○
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

○
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
を
お
持
ち
の
方
は

そ
の
用
紙

収
入
金
額
な
ど
で
該
当
さ
れ
る
場
合

○
給
与
・
公
的
年
金
の
あ
る
方
は「
源
泉
徴
収
票
」※
原
本

○
事
業（
農
業
・
営
業
な
ど
）・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は

「
収
支
内
訳
書
」

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額
で
該
当
さ
れ
る
場
合

医
療
費
控
除
…
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

※
平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
、健
康
保
険
・

生
命
保
険
給
付
（
補
て
ん
）
額
を
差
し
引
い
た
額
が
、

一
定
額（
所
得
金
額
の
5
％
、上
限
10
万
円
）を
超
え

る
こ
と

社
会
保
険
料
控
除
…
健
康
保
険
等
の「
領
収
書
」・「
口

座
振
替
済
通
知
書
」、
国
民
年
金
の
場
合
は「
社
会
保

険
料（
国
民
健
康
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

生
命
保
険
料
控
除
…
生
命
保
険
や
個
人
年
金
の
「
支
払

証
明
書
」

地
震
保
険
料
控
除
…
地
震
保
険
や（
旧
）長
期
損
害
保
険

料
の「
支
払
証
明
書
」

寄
附
金
控
除
…
寄
附
し
た
団
体
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

た
「
受
領
証
」

障
害
者
控
除
…
確
認
の
で
き
る
書
類
な
ど

（
例
）お
持
ち
の「
障
害
者
手
帳
」、
65
歳
以
上
の
方
で
障

害
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け

ら
れ
た
場
合
は
そ
の「
認
定
書
」

そ
の
他
該
当
さ
れ
る
場
合

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
（
1

年
目
）

　
・
登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
（
平
成
25
年
1
月

以
降
発
行
の
も
の
）

　
・
売
買
契
約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
の
写
し

　
　
　
※
収
入
印
紙
貼
付
の
も
の

　
・
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明

書
な
ど

○
所
得
税
の
還
付
が
あ
る
場
合
は
、
振
込
口
座
の
わ
か

る
も
の
（
申
告
者
ご
本
人
名
義
の
口
座
）

5

お
願
い

　
申
告
会
場
で
は
、
毎
年
待
ち
時
間
が
長
び
く
な
ど
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
混
雑
を
解
消
す
る
た

め
に
次
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
ご
自
身
で
作
成
さ
れ
た
申
告
書
類
は
、
役
場
会
場
に

設
け
た
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
署
で

は
郵
送
で
の
提
出
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

●
申
告
ま
で
に
書
類
等
の
整
理
・
集
計
を
お
願
い
し
ま

す
。
集
計
が
で
き
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
順
番
を

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
な
ど
事
業
の
所
得
の
あ
る
方
は
「
収
支
内
訳

書
」
の
作
成

　
　
医
療
費
控
除
の
あ
る
方
は
、
お
名
前
ご
と
の
領
収

書
金
額
の
集
計

　
な
ど

●
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
役
場
会
場
で
は
申
告
書

類
の
受
付
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

― 

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
　

　
　 

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告 

―

　
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当
さ
れ
る
場
合
（
平
成

22
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
千
万
円
を
超
え
る
方
）は
、

所
得
税
と
あ
わ
せ
て
消
費
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
平
成
24
年
分
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
及

び
納
期
限
は
、
平
成
25
年
4
月
1
日（
月
）で
す
。
振
替

納
税
を
ご
利
用
の
方
は
、
平
成
25
年
4
月
24
日（
水
）が

振
替
日
で
す
。

　「
簡
易
課
税
」
制
度
を
選
択
さ
れ
て
い
る
方
に
限
り
、

松
茂
町
役
場
で
受
付
で
き
ま
す
。
一
般
課
税
の
方
は
鳴

門
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

― 

確
定
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

―

　
税
制
改
正
・
確
定
申
告
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

●
税
務
課
　
　

６
９
９
・
８
７
１
５

 

●
鳴
門
税
務
署

６
８
５
・
４
１
０
１

2

申
告
が
必
要
な
方
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二十歳の抱負発表

森
もり

　　柾
まさ

大
ひろ

さん 齋
さい

藤
とう

　智
とも

子
こ

さん

　１月13日（日）、松茂町総合会館において「第 61 回松茂町成人式」を挙行しました。松茂町では、
新しく160人の方が成人となり、式典には男子 68人、女子 50人の計 118人が出席しました。
　成人式では、広瀬町長から新成人の皆さんが大人としての自覚を持ち、これからの人生を豊かに、
たくましく生き抜き、広く社会に貢献する決意をされることを期待し、「自分に責任を持ち、目標を持っ
て行動しよう」というメッセージが贈られ、来賓の方々からのご祝辞をいただきました。
　また、新成人代表の佐藤みなみさんに町長から記念品が贈呈され、羽柴亮佑さんが「激励の言葉一
つ一つを大切にし、大人としての自覚を持ち、自立の精神を持った立派な社会人になるように努力い
たします」と謝辞を述べました。
　「二十歳の抱負発表」では、新成人の森柾大さんが「子どもの頃の新鮮さを忘れず、多くの変化を
経験することで、より自分の骨に肉付けをし、太く芯の通った人間になりたい」と、齋藤智子さんは「成
人を迎えるこの機会に、まだまだ続く人生を新しい価値観で捉えられることを楽しみ、笑顔を忘れず、
もっと充実した人生を送りたい」とそれぞれ抱負を発表しました。
　式典終了後には、記念撮影が行われました。

［お問い合わせ］　社会教育課　 699-8719

第61回  松茂町成人式
2013.2●まつしげ 4



新成人を代表して
　“ありがとうございます！”

新成人代表謝辞

羽
は

柴
しば

　亮
りょう

佑
すけ

さん

記念品贈呈

佐
さ

藤
とう

みなみさん

2013.2●まつしげ5



　重度心身障害者及び、ひとり親家庭の母又は父と子などに対し医療費の一部を助成する制度です。（ひと
り親家庭の方は入院のみになります。）
●対象者
　⑴　身体障害者手帳「1級」又は、「2級」をお持ちの方
　⑵　療育手帳「Ａ」判定の方
　⑶　知的障害（自閉症を含む）による特別児童扶養手当「1級」の対象児
　⑷　身体障害者手帳「3級」又は、「4級」をお持ちの方で、かつ療育手帳「Ｂ1」判定の方
　⑸　年齢が 18歳に達する日以後の最初の 3月 31日までの間にある児童を扶養しているひとり親家庭の
　　母又は父と子及び、父母のいない児童
　上記を 1つ以上満たし、下記の要件をいずれも満たす方
　①　松茂町内に居住地を有すること
　②　国民健康保険又は被用者保険各法若しくは高齢者の医療の確保に関する法律の規定による医療に関す
　　る給付を受けることができる方（65歳以上の方は後期高齢者医療に加入していただく必要があります。）
　③　生活保護法による保護を受けていない方
　④　所得制限に該当しない方
●注意事項
　助成対象期間は、松茂町に申請をしていただき、受給者と認定した日の属する月の初日からとなります。
（申請月より前月へは遡ることができません。）

［お問い合わせ］　町民福祉課　　699-8713

重度心身障害者等医療費助成事業

　ひとり親家庭の子どもたちを取り巻く環境は複雑であり、心の葛藤を和らげる援助が必要とされています。
そこで、子どもたちの話し相手、相談相手、遊び相手となるホームフレンド（児童訪問援助員）を派遣し、
ひとり親家庭の子どもたちが健やかで安定した生活が送れるようサポートします。
対象児童：ひとり親家庭の小学生から高校生までの児童
援助内容：児童の話し相手、相談相手、遊び相手となったり、簡単な生活指導・学習指導などを行います。
　　　　　（簡単な学習指導は勉強に自ら取り組めるよう促すことが目的です。）
必ず児童の保護者がいる時間帯に派遣します。
援助機関：訪問回数は月２回以内、１回の派遣時間は４時間以内
　　　　　派遣期間は６ヶ月以内（ただし、児童の状況に応じて延長が可能です。）
派遣場所：原則として援助を受ける児童の自宅です。
派遣するホームフレンド：教員・保育士・臨床心理士・児童福祉司などを目指している大学生・大学院生や
　　　　　　　　　　　　資格を有している方などです。
費　　用：無料
利用方法：
❶　事前に登録が必要です。
　　町民福祉課または徳島県母子寡婦福祉連合会にて、登録申請を行ってください。（登録には、児童扶養
手当証書の写しなどひとり親家庭であることを証明できる書類と印鑑をお持ちください。）

　　利用を希望するひとり親家庭のお父さん、お母さんを対象に「ひとり親家庭のための家庭教育相談会」
を定期的に開催しますので、登録申請前にできるだけ参加してください。（参加できない方は、登録申請
時に県または徳島県母子寡婦福祉連合会の担当者が個別に家庭や児童の状況について面談を行います。）

❷　❶の登録後、利用者がホームフレンド派遣申請書を徳島県母子寡婦福祉連合会に提出します。（郵送可）
❸　徳島県母子寡婦福祉連合会が派遣するホームフレンドを選定し、連絡します。
❹　当日、ホームフレンドが援助を受ける児童の自宅などを訪問します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［お問い合わせ］町民福祉課　　　　　　　　　　　　　  　 699-8713 
徳島県母子寡婦福祉連合会　　 654-7418

ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）への

ホームフレンドの派遣について
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松茂町営住宅中喜来団地
（特定公共賃貸住宅）入居者募集！

5室 間取り 3LDK　

家賃  53,000円 駐車場1台分含む
共益費別途

募集戸数 

申込資格 

和室6帖 

和室6帖 

ベランダ 
洋室4.5帖 

押入 押入 
押入 押入 

押入 

ベランダ ベランダ 

玄
関 

階
段 

浴
室 

便所 

 

N 徳島空港線 

町
営
住
宅 

中
喜
来
団
地 

至
徳
島
市 

国
道
11
号 

交番 

薬局 

病院 
歯科 
● 

● 

● 

● 
● 

とくとく 
ターミナル 

GS

1号棟 

喜
来
小
学
校 

　
・
幼
稚
園 

（　　　　　　　　　 ）

［お申し込み・お問い合わせ］建設課　　  699-8718

１． 町内に住所または勤務地が
　 ある方。

２． 同居の親族（婚約者を含む）があること。

３．特定公共賃貸住宅の収入基準は、所得月額を       
計算して算出額が１５８，０００円以上４８７，０００

　円以下の場合に申込可能です。

５．現に町内に居住し、かつ入居者と同程度以上の
　 収入を有している（地方税及び公共料金を滞納
　 していない方）連帯保証人を２名立てられる方。

４．地方税及び公共料金を滞納していない方。

★部屋をご覧になりたい方は、住宅係までお気軽にご相談ください。

上の図面は間取りの参考のためのものであり、
縮尺や寸法は参考になさらないでください。

台所・リビング 
約11帖 

　65歳以上で要介護認定（要支援1及び要支援2を除く）を受けられている方は、障害者手帳を取得されて
いない場合でも、「障害者控除対象者認定書」の交付により、所得税及び町県民税の障害者控除を受けられ
ます。
※すでに障害者手帳（1級～6級）をお持ちの方は、交付を受ける必要はありません。
　
　●障害者控除の適用を受けられるのは
　要介護認定者本人または要介護認定者を扶養している方です。
　
　●認定書交付の手続きは
1．健康保険課にお越しいただき「障害者控除対象者認定書交付申請書」に記入し、認め印を押印のうえ提
出してください。（申請書は健康保険課にあります。）

2．認定調査票及び主治医意見書の認知症・障害高齢者の日常生活自立度により、「障害者」・「特別障害者」・
「非該当」を判断し、認定書の交付をいたします。（非該当と判断された方は控除は受けられません。）
3．「障害者控除対象者認定書」の交付を受けた方は、税金の申告時、申告書に添付してください。確定申告
をすることにより控除が受けられます。

※申請できる方は、控除を受けるご本人か親族となります。
※電話での照会にはお答えできない場合があります。

［お問い合わせ］　  健康保険課  　　699-8712

65歳以上の介護保険要介護認定者の障害者控除65歳以上の介護保険要介護認定者の障害者控除
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　1月10日（木）、板野東部消防組合消防本部で消防出初式が行われ、功労のあった方に表彰状や感謝状が贈
られました。今回表彰された方は下記のとおりです。

　消防団は、地域住民が日々安心して暮らせるよう、昼夜を問わず活動しています。
　火事によって、住まいや財産、また、大切な思い出の数々を一瞬で焼き尽くしてしまううえ、最悪人命ま
でも奪ってしまうケースがあります。現代は電化が進み、あまり火を使わない生活が増えた反面、ちょっと
した気のゆるみから火事を引き起こす場合もあります。まだまだ寒い日が続きますが、火の取り扱いには十
分気をつけましょう。

板野東部消防組合消防団年末警戒
　消防団では昨年末の12月29・30日の2日間、夜間の年末警戒を行いました。各消防団員が消防車で巡回し、
火の取り扱いについての注意を呼びかけました。 ［お問い合わせ］  総務課  　 699-8710

平成25年 板野東部消防組合　消防出初式

徳島県知事表彰
　副 団 長　山本　恭裕
　第 4分団　重本　雅史
徳島県消防協会長表彰
〈功績章〉
　第 2分団　増矢　浩志
〈精績章〉
　第 1分団　三木　清貴
　第 4分団　八田　哲也
　第 5分団　吉田　正則
　第 5分団　山口　高史

板野地方分会長表彰
　第 1分団　長尾　和哉
　第 2分団　津川　健太
　第 3分団　豊永　和宏
　第 3分団　豊永　　剛
　第 5分団　粟田　浩和
徳島北警察署長感謝状
　副 団 長　飯田　雅章

消防団長表彰

　第 5分団　粟田　浩和
　第 5分団　田中　信行

〈勤続賞〉
［20年該当］
　第 3分団　井上　泰志

〈功績章〉
　第 1分団　渡邉　直彦
　第 3分団　藤井　靖大
　第 4分団　土井　　誠

表彰受賞者（松茂町関係）　【敬称略】

［お問い合わせ］　地域子育て支援センター　　699-3116

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

　暦のうえではもう春なのに、吐く息も白く寒い日が続いています。寒さに負けないエ
ネルギーを、子どもたちといっしょに作っていきたいと思っています。まだまだインフ
ルエンザや風邪（肺炎）などの流行が心配されます。先月同様“うがいと手洗い”を習
慣づけ、お子様の体調管理を十分に考慮しながら、センターでの活動に参加し、子育て
を一緒に楽しんでいただけたらと思っています。

おじいちゃんや
おばあちゃんに
書いた年賀状を
郵便局に出しに
行きました。

　その他の活動として、絵本の読み聞かせや、リズムあそびなども取り入れていきます。
　行事や活動内容に関する詳細は、センター職員までおたずねください。
　なお、行事によっては参加人数に制限があるため、事前に申請が必要な場合があります。
参加を希望される方は、各自で早めにご確認くださいますようお願いいたします。
　お天気や都合によって予定が変更することもあります。ご了承ください。

2 月 の 行 事 予 定
　4日（月）　2歳児あつまれ
　6日（水）　冬野菜（食育）パーティー（定員制限有のため申請が必要です）　
　7日（木）　平成25年度新規保育所（園）入所（園）、健康診断及び面接（午後より）
　8日（金）　3歳児あつまれ
13日（水）　1歳児あつまれ　
15日（金）　3歳児あつまれ
18日（月）　助産師さんによる妊産婦及び育児相談日　　
20日（水）　2歳児あつまれ
22日（金）　3歳児あつまれ
25日（月）　お誕生会
27日（水）　あおむしくらぶ主催 『リトミックであそぼう』（定員制限有のため申請が必要です）

　職員による育児
相談は毎日受付け
ています。
　ちょっとしたこ
とでもお気軽にご
相談くださいね。

みんなでセンター
の大掃除をした
後、年越しそばを
食べました。

松茂町地域子育て支援センターよりお知らせ
暦のうえではもう春なのに 吐く息も白く寒い日が続いています 寒さに負けないエ

松松松松松松松松松松茂町地地地域域域子子子子子子子子子子育育育ててててて支支援援セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタターよよよよよよよよよよよよりりおおおおおおお知知知知らららせせせせせせ松茂町地域子育て支援センターよりお知らせ
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　気象庁が発表する津波警報や津波情報の内容が、平成25年３月７日から変
わります。
　気象庁では、地震発生直後にその発生場所（震源）と規模（マグニチュード）
を推定し、直ちに発生する津波の高さや到達時間などを予想し、地震発生の約
3分後に津波警報などを発表します。　
　ただし、巨大地震の場合、その規模を直ちに推定できず、適切に津波の高さを予想できないことがあ
ります。
　平成25年３月７日からは、このような地震が発生した場合には、最大級の津波を予想して、津波の高
さを「○メートル」という数値ではなく、大津波警報では「巨大」、津波警報では「高い」という言葉（キーワー
ド）を用いて発表します。
　津波警報が発表された時には、ただちに避難が必要です。このように「巨大」、「高い」のキーワード
を見たり、聞いたりした場合には、東日本大震災級の津波が発生した可能性がある非常事態と考えて、
最大限の避難を行いましょう。
　また、津波観測情報では、観測された津波の高さを見て、これが最大だと誤解しないように、「○メー
トル」という数値では表わさずに「観測中」と発表する場合があります。
　津波警報や津波情報の変更内容の詳細については、
　気象庁ホームページ
　(http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html)
　もしくは検索サイトで「津波警報が変わります」と入力し、そのリンク先へ移動してください。
　なお、津波警報などを見聞きした場合、ただちに避難をすることが重要ですが、海のそばで「強い揺れ」
や「長くゆっくりとした揺れ」を感じた時も、津波がおそってくると考えて自らの判断でただちに高い
場所（高台や避難ビル）へ避難することが重要です。

●新しい津波警報・注意報の分類と取るべき行動

津波警報が変わります津津津津津波波波波警警報報報報報報報がががががががががががが変変変変わわわわわわわわわわわわりりりりりりままままままままままますすすすすすすすすすすす津波警報が変わります

［お問い合わせ］　徳島地方気象台　防災業務課　　626-0676

予想される津波の高さ
（発表基準）

巨大地震の場合の表現 とるべき行動

大津波警報

10ｍ超（10m＜高さ）

巨　　大

沿岸部や川沿いにいる人は、ただち
に高台や避難ビルなど安全な場所へ
避難してください。
津波は繰り返し襲ってくるので、津
波警報が解除されるまで安全な場所
から離れないでください。

10ｍ（５m＜高さ≦10m）

５ｍ（３ｍ＜高さ≦５ｍ）

津 波 警 報 ３ｍ（１m＜高さ≦３m） 高　　い

津波注意報 １ｍ（20cm≦高さ≦１m） （標記しない）

海の中にいる人は、ただちに海から
上がって、海岸から離れてください。
津波注意報が解除されるまで海に
入ったり海岸に近付いたりしないで
ください。

※予想される津波の高さは、危機感を伝えるため、それぞれ発表基準の高い方の数値を発表します。
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全国人権・同和教育研究大会から学んだこ
と

1　はじめに
　昨年の12月1日から12月2日にかけて、岡山県の倉
敷市を中心に開催された第64回全国人権・同和教育
研究大会に参加し、多くのことを学ばせてもらいまし
た。大会に参加し、私自身が感じたことをまとめてみ
ました。
2　基調提案から
　基調提案では、２本の柱立てで提案されました。
　１本目は、「同和教育を基軸とした人権教育の創造
的発展を」という柱です。この中で私が共感したこと
は、「つながりを生きる力に」ということです。現況
の中で、子どもたちにとって、人間関係の希薄化や生
活体験の中から学び取る内容とその機会が減少しまし
た。その結果、自尊感情が育めず、他者への信頼感を
持てないでいる子どもたちが数多くいるということで
す。このことは、現在大きな問題となっている「いじ
め」や増加する青少年の自死と重なります。
　2本目は、「人権確立をめざすまちづくり」という
柱です。この中で私が考えたことは、行政としてどの
ようなことをしなければならないかということです。
現在の同和問題の現状として、結婚差別、土地調査差
別、ネット上での差別などがあとを絶ちません。そこ
で、行政としては、様々な方法で啓発活動を行い、住
民のいのちと人権を守り、暮らしを高めていくために
正しい知識と情報を提供しなければならないというこ
とです。
3　特別報告から
　特別報告では、岡山県人権教育研究協議会の早瀬さ
んが「灯した炎を燃やし続けたい」という演題で報告
が行われました。
　彼女は被差別部落出身であることを小学校 6年生
の時に母親から教えられます。そして、中学校時代に
仲間が部落差別を受け、差別の現実を知ります。高校
卒業後、教員になるために兵庫県の大学に進学します
が、そこでも部落差別の現実を知り、愕

がく

然
ぜん

とします。
彼女は大学卒業後、念願の教師となり同和問題の解決
のために闘い始めますが、教師集団の同和問題解決に
むけての意識の低さに同和問題から逃げ出しそうにな
ります。そんな彼女に炎を灯したのが岡山県人教の人
たちや彼女の祖父でした。特に彼女の祖父が部落差別
と闘ってきたことを聴いた事が彼女に同和教育との出

直しを改めて決心させます。彼女は、今、同和教育の
大きな炎を燃やし続けています。
　私は、彼女の教師として、また一人の人間として同
和問題に真剣に取り組む姿勢に胸が熱くなり、私自身
も同和問題との『出逢い直し』をしなければならない
と思いました。
4　第 5分科会－人権確立をめざすまちづくりから
　第 5分科会では 5本の報告がありましたが、その
うち特に感銘を受けた取組を 2本紹介します。
　1本目は高知県人教の石川さんの報告で、「障がい
と向き合って感じたこと」では、19歳の時に突然「原
発性肺高血圧症」という病気にかかり障がい者となっ
た彼女は、闘病生活をおくりながら、求職活動を行い
ましたが、入院の危険性をはらんでいる彼女を受け入
れてくれる企業はありませんでした。そのような状況
の中で、努力が実り役場に就職が決まりました。現在
は 24 時間中点滴をしながら職務に専念しています。
報告で言った彼女の言葉の「周りの人のさりげない優
しさが私を支えている」が心に残りました。

　2本目は、大阪市人教の古川さんの報告で、「両側
から壁を越える」では、日本人と在日コリアンが共に
歩み寄り壁を越えるため、大池中学校をよくしようと
して、おやじバンドを結成して活動したり、地域を巻
き込んで「親子スポーツ交流会」を実施し、保護者や
子どもが変容していったという報告に感動しました。
5　おわりに
　全国人権・同和教育研究大会に参加して、多くのこ
とを学ばせてもらいました。よく言われる「差別の現
実から深く学ぶ」という言葉の重さと意味を改めて考
える機会をいただいた研修でした。
　　　　［お問い合わせ］

　教育委員会　社会教育課　 699-8719

～今なお残る同和問題ついて考えよう～
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《2・  3月の主な事業》 ※場所はいずれも保健相談センターです

※保健師による健康相談
　日時：毎週火・金曜日10:00～11:30
　内容：血圧測定、尿検査他

※管理栄養士による個別栄養相談
　日時：電話予約時に相談
　内容：糖尿病・高脂血症・高血圧などの食生

活について

〈乳児健診〉
　 ３月９日（土）　受付9：00～10：30
　該当：平成24年７･８月生、平成24年11･12月生

〈3歳児健康診査〉
　２月20日（水）　受付13：10～13：40
　該当：平成21年８月～10月生

　3月13日（水）　受付13：10～13：40
　該当：平成23年７月～９月生

〈1歳6ヶ月児健康診査〉

〈フッ素塗布推進事業〉
　２月28日（木）　受付13：10～13：40
　該当：平成22年10月～12月生

　該当：平成24年７月～９月生

健 康 相 談

乳幼児健康診査・相談・教室

糖尿病予防教室
　糖尿病は放っておくと色々な合併症を引き起
こす怖い病気です。原因となる生活習慣を一緒に
考えて見ませんか？
　●日　時　2月19日（火）
　　　　　13：30～15：00
●場　所　保健相談センター
●内　容　糖尿病を知りましょう
　　　　　生活習慣の改善と食事について
　　　　　（医師・管理栄養士によるお話）
●持参物　筆記用具、電卓
●申し込み締め切り　　2月15日（金）

２月は糖尿病について重点的に健康相談を行います
〈パパママ教室〉　時間9：30～11：30
３月５日（火）「妊娠中の諸制度、歯について」

〈育児相談〉

　内容：計測、保健・栄養・歯科相談
　２月18日（月）　受付9:30～11:00

　該当：乳幼児

〈離乳食講習（試食・説明）〉

　10:30までにお集まりください。
　３月27日（水）　時間10:30～11:30

　３月29日（金）「育児用品について」
　　　　　　　 「赤ちゃんの観察とお風呂」

３月21日（木）「妊娠中の栄養、乳房管理について」

　該当：平成24年10月～12月生
３月27日（水）「離乳食講習（試食・説明）」

　自分や家族の健康について考えたり、その健康づくりの輪を地域に広げていきませんか？
　健康で豊かな町づくりのため、共に活動していただける方を募集します。
●対　　象：松茂町民で健康づくりに関心のある方。原則として２年間続けられる方。
●募集人数：25名
●内　　容：健康に関する学習、町が実施する保健事業（健診、健康教育など）への積極的参加と協力。
　※活動していただける方、詳細について知りたい方は２月28日（木）までにご連絡をお願いします。

［お問い合わせ］　保健相談センター 　　683-4533

保 健 推 進 員 募 集保 健 推 進 員 募 集

〈育児教室〉　時間10：00～11：30
２月19日（火）「手作りおもちゃ、乳歯の手入れ」

保健相談センター
683-4533
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カレンダーの２月
日   月    火    水    木    金    土

23日（土） 午後２時～　おはなしのへやにて

よみきかせや民話、サポーターさんたちがつくったおもしろい
おはなしが楽しめます。

2月は節分にちなんで「おに の おはなし」だよ!!

図 書 館 だより

マッピーとほんわかおはなし会

貸出点数
  ・期間

図書・雑誌・紙芝居 10冊まで 2週間
雑誌の最新号は除きます。 全部で

10点
までCD・DVD 2点まで  1週間

内図書館利用のご案
●閉 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は次の日）
　　　　　　毎月最終日、年末年始
●開館時間　午前10時から午後６時まで

http://matsushige-toshokan.jp/

今月のクローズアップ本コーナー今月のクローズアップ本コーナー

閉館日 マッピーとほんわかおはなし会

3 4 5 6 7 　8 9
10 11 12 13 14 15 16

24 25 26 27 28 　　

♥図書館からのバレンタイン？！
　貸出時にお渡しするレシートに「ハート」が出たら素敵なことが!? 14日から（素敵なモノがなくなり次第終了）

　 　 　　 1 2　

17 18 19 20 21 22 23

★館報の原稿募集　
　図書館では館報「ふみよむひろば」文芸の部の原稿
を募集しています。ジャンルは短歌、俳句、川柳、詩、エッ
セイ、童話、読書感想文、短編小説などです。松茂町か
ら未来の作家を！！
●締切は３月30日（土）で図書館カウンターまでお願
いします。（郵送可。原稿は返却しません。）

●一行26文字でお願いします。（図書館に原稿用紙が
あります。カウンターまでおこしください。）

●７月下旬発行予定です。

２月１日（金）から27日（水）まで
図書館エントランスにて　

　町内小中学校特別支援学級児童生徒と町内在住特別
支援学校児童生徒の作品を展示します。一年間の学習の
集大成、いずれも力作揃いです。是非ともご覧ください。

　私たちと一緒に図書館の仕事をしてみませんか？
　日頃は入れないカウンター内や、事務室や、書庫など
に入って、図書館の仕事が体験できます。いつもと違う
図書館に出会えるよ。みんな申し込んでね！
●日時：2月23日（土）９時30分から15時まで
●定員：６名
　※先着順、定員になり次第しめきります。当日はお弁当
持参でお願いします。

まつぼっくりの会とウイング作品展

● 松茂町立図書館　12月の予約ランキング（一般書） ●

１日図書館員
（町内在住の小学校５・６年生）

［お問い合わせ・申し込み］　図書館  　699-8722

１位　「ブルーマーダー」 誉田　哲也／著 「神去なあなあ夜話」 三浦しをん／著
２位　「噂の女」 奥田　英朗／著
３位　「旅猫リポート」 有川　　浩／著 「海賊とよばれた男」（下） 百田　尚樹／著
　　　「残り全部バケーション」 伊坂幸太郎／著 「督促ＯＬ修行日記」 榎本　まみ／著
　　　「歓喜の仔」（上） 天童　荒太／著

今年も「どれだけ読んだ？文学賞」
　松茂町立図書館2月・3月の恒例特集「どれだけ読んだ文学賞」。みなさんご存じの芥川賞、直木賞をはじめ平成24
年中に選ばれた文学賞受賞作を集めました。読み応えのある図書ばかりです。まだお読みでない方は是非どうぞ !!

お菓子 大好き！！
　14日は「バレンタインデー」、28日は「ビスケットの日」ということで、今月は「お菓子」にクローズアップ♪
　バレンタイン用のチョコレートから、見てるだけでうっとりしちゃうお菓子のレシピ本、お菓子にまつわるお話な
ど、美味しさ満載の本を集めてみました。
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こ
の
秋
に
、
鳴
門
市
か
ら
資
料

館
へ
遠
足
に
来
て
く
れ
た
小
学

生
の
質
問
で
す
。
常
設
展
示
室

の
入
口
に
あ
る
石
塔
〔
写
真
〕
が
か
っ

こ
よ
く
て
、
そ
の
意
味
（
由ゆ
い

緒し
ょ

）
が
知

り
た
い
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
歴れ
き

史し

資し

料り
ょ
う

を
か
っ
こ
よ
く
思
っ
て
く
れ
た
こ

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
さ
っ
そ
く
意
味
（
由
緒
）
を
説
明
し

ま
す
。

　
ま
ず
、
か
っ
こ
よ
く
て
立
派
な
石
塔

歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
室
の
入
口
に
、
と
っ
て
も
か
っ
こ
よ
く
て
、
と
っ

て
も
立り

っ

派ぱ

な
石
の
塔と

う

が
あ
り
ま
す
。
何
か
文
字
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
難む

ず
か

し
い
漢
字
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
塔
な
の
で
す
か
。
学
芸
員
さ
ん
、

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
小
学
校
３
年
生
・
男
子
）

ＱＡ

立
派
な
石
塔
は
何
で
す
か
？

　
― 

笹
木
野
開
発
の
功
労
者
・
三
島
泉
斎
を

 

供
養
す
る「
宝
筐
印
塔
」 

―

101

の
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
こ
う
し
た
姿す
が
た

の

石
塔
は
「
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

」
と
い
い
、
お

釈し
ゃ

迦か

様さ
ま

（
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

を
開
い
た
偉い

人じ
ん

）
の
遺い

骨こ
つ

を
収
め
た
古
代
イ
ン
ド
や
中
国
の
塔

を
真ま

似ね

し
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま

で
、
日
本
各
地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
に
お
墓は
か

や
供く

養よ
う

塔と
う

と
し
て
作
ら
れ
て

お
り
、
故こ

人じ
ん

が
「
お
釈
迦
様
の
よ
う
に

立
派
だ
っ
た
」
と
い
う
願
い
が
込こ

め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
展
示
室
に
あ
る
意
味
で
す

が
、
こ
の
「
宝
篋
印
塔
」
は
、
元
々
、

徳
島
市
川
内
町
平ひ
ら

石い
し

に

あ
っ
た
も
の
で
す
。
江
戸

時
代
中
期
の
寛か
ん

政せ
い

11
年

（
１
７
９
９
年
）
に
、〝
三み

島し
ま

泉せ
ん

斎さ
い

〞
と
い
う
人
物
を

供
養
・
顕け
ん

彰し
ょ
う

す
る
た
め
作

ら
れ
ま
し
た
。〝
三
島
泉

斎
〞
は
江
戸
時
代
初
期
の

事じ

業ぎ
ょ
う

家か

で
、
今
切
川
下

流
の
沼ぬ
ま

地ち

や
干ひ

潟が
た

を
干か
ん

拓た
く

し
、
徳
島
市
の
平
石
・
加か

賀が

須す

野の

と
、

我
が
松
茂
町
の
笹さ
さ

木ぎ

野の

を
新
田
と
し
て

開
発
し
た
立
派
な
人
物
な
の
で
す
。
石

塔
に
記
さ
れ
た
文
字
に
は
、〝
三
島
泉

斎
〞
の
こ
と
を
「
開か
い

基き

」（
私
た
ち
の

村
を
開
い
た
功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

）
と
記
し
て
あ
り

ま
す
。

　
そ
う
し
た
史し

実じ
つ

を
伝
え
る
「
宝
篋
印

塔
」
だ
っ
た
の
で
す
が
、
風
化
が
著
い
ち
じ
る

し

く
、
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
に
立

て
替か

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
当
資
料
館
が
古
い
石
塔
の
一
部

を
収
集
し
、平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

春
か
ら
歴
史
資
料
と
し
て
常
設
展
示
室

の
入
口
に
展
示
し
た
の
で
す
。

※
連
載
中
の
「
南
海
地
震
と
松
茂
の
歴
史
」

は
お
休
み
し
ま
し
た
。

資料館常設展示室の入口にある立派な石塔

T
O
P
IC
S

資
料
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
と
、
松
茂
の
歴
史
に
関
す
る
質

問
・
情
報
は
、
資
料
館
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 
６
９
９
・
５
９
９
５
／
Ｅ
メ
ー
ル m

atsushige@
joruri.jp

◇
　

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
「
ふ
れ
あ
い
座
」
定
期
公
演

　
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
継
承
に
取
り
組
む
「
ふ
れ
あ
い
座
」
が
、
今
月
16
日
（
土
）

の
午
後
2
時
か
ら
、
お
な
じ
み
「
傾け

い

城せ
い

阿
波
の
鳴
門 

順じ
ゅ
ん

礼れ
い

歌う
た

の
段
」
を
資
料
館
に

て
上
演
し
ま
す
。
観
覧
無
料
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
『
松
茂
町
誌
』
全
６
巻
販
売
中

　〝
ふ
る
さ
と
松
茂
〞
の
歴
史
を
知
り
・
学
ぶ
手
が
か
り
と

し
て
、ぜ
ひ
『
松
茂
町
誌
』（
全
6
巻
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
松
茂
町
誌
』
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
窓
口
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。

巻
　
　
　
　
　
　
　
名

頒
　
　
　
　
　
価

備
　
　
　
考

『
松
茂
町
誌
』
上
・
中
・
下
３
巻
セ
ッ
ト

３
巻
セ
ッ
ト

　

１
０
０
０
円

分
売
不
可

『
松
茂
町
誌
』
続
編

１
冊

　

１
０
０
０
円

『
松
茂
町
誌
』
続
編
第
二
巻

１
冊

　

１
０
０
０
円

『
松
茂
町
誌
』
続
編
第
三
巻

１
冊
　

１
０
０
０
円

平
成
23
年
８
月
刊
行

『
松
茂
町
誌
』
全
６
巻
セ
ッ
ト

セ
ッ
ト
特
価

　

３
０
０
０
円

2013.2●まつしげ13



平成25年2月分

※担当時間　平日　午後6時から午後11時まで
　　　　　　休日　午前9時から午後11時まで
＊担当時間以外の深夜は、かかりつけ医または
　救急病院が対応します。
＊救急病院の情報は板野東部消防組合「救急病
　院問い合わせ電話」　 698－9119へお問い合
　わせください。
※当番医は都合により変更する場合があります。
　また、診療科目によっては、対応できない場合
　がありますので、必ず先に電話でご確認の上、
　受診してください。
［お問い合わせ］保健相談センター　　683-4533

夜間・休日在宅当番医表

月のお知らせ
TOWN  INFORMATION

日 曜日 医 療 機 関 名 電話番号 所在地

1 金 竹 本 内 科 672－0174 板野町

2 土 北島こどもクリニック 697－2221 北島町

3 日 ルナウィメンズクリニック 697－2322 北島町

4 月 井 上 病 院 672－1185 板野町

5 火 三 愛 内 科 672－0176 板野町

6 水 福 島 内 科 672－4970 板野町

7 木 新 野 医 院 672－0571 板野町

8 金 近 藤 内 科 医 院 672－5630 板野町

9 土 つかさクリニック 697－2323 北島町

10 日 くぼ小児科クリニック 678－7141 北島町

11 月 香 川 内 科 692－9770 藍住町

12 火 ファミリークリニック　しんの 672－5148 板野町

13 水 みやざき内科診療所 672－6618 板野町

14 木 井 内 内 科 694－5353 上板町

15 金 野 田（ 泰 ） 医 院 694－2009 上板町

16 土 中村耳鼻咽喉科クリニック 697－3213 北島町

17 日 森 本 医 院 641－4141 藍住町

18 月 野 田（ 五 ） 医 院 694－2008 上板町

19 火 友 成 医 院 694－5515 上板町

20 水 井 関 ク リ ニ ッ ク 637－6066 上板町

21 木 上板整形外科クリニック 637－6600 上板町

22 金 川 原 眼 科 694－8388 上板町

23 土 健生きたじまクリニック 698－9629 北島町

24 日 中 川 整 形 外 科 641－2288 藍住町

25 月 浦 田 病 院 699－2921 松茂町

26 火 芳 川 病 院 699－5355 松茂町

27 水 井 上 医 院 699－8070 松茂町

28 木 春 藤 内 科 胃 腸 科 699－3777 松茂町

 

お
知
ら
せ

  

成
年
後
見
制
度
無
料
相
談
会

　
認
知
症
ま
た
は
障
害
に
よ
り
判

断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
た
め

に
、
日
常
生
活
に
不
利
益
を
被
っ

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

「
成
年
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
2
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
か
ら
3
時

●
場
　
所

　
松
茂
町
総
合
会
館
　
会
議
室
2

▼
問
合
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年

　
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
支
部

 

６
２
６
・
２
０
８
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税

  

今
月
の
納
税

　
2
月
は
、国
民
健
康
保
険
税（
8

期
分
）・
介
護
保
険
料（
8
期
分
）・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
7
期

分
）
の
納
期
で
す
。
期
限
ま
で
に

お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
役
場

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
期
限
　
2
月
28
日（
木
）

▼
問
合
せ

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

　
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
健
康
保
険
課

 

６
９
９
・
８
７
１
２

およろこび
お誕生おめでとう

ご結婚おめでとう

両親の名前 性 別 名　　前 住　所
岩井　隆史・真　理 男 奏 （かなた） 広　島
大森　憲祐・志　穂 女 優奈 （ゆうな） 広　島
寺西　正裕・暁　美 女 虹心 （こころ） 中喜来
大橋　　渉・由　佳 男 洸太 （こうた） 笹木野
三石　俊彦・　愛　 男 慶汰 （けいた） 笹木野
田村　隆礼・　恵　 男 成都 （はると） 中喜来

住　所 夫 住　所 妻
阿南市 市　場　康　之 松茂町 植　田　敦　子
松茂町 山　野　元　気 小松島市 真　田　麻　美
松茂町 江　場　和　良 鳴門市 橋　本　安　希
三重県 西　田　真　大 鳴門市 志宇知　由　梨
松茂町 三　宅　裕　介 勝浦町 田　中　理　佳
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　地域ごとに指定日がありますのでご注意ください。午前９時までに正しい持
ち寄り場所へ出してください。
★小雨での古着回収は中止しますので、出さないようにお願いします。その他
の紙類は今までどおり回収します。

※布団やぬいぐるみ、じゅうたんは「紙の日」には回収できません。粗大ごみ
の収集日に出してください！ ［お問い合わせ］  産業環境課   699-8714

 ２ 月２日（土）・ ９ 日（土）
 ３ 月２日（土）・ ９ 日（土）

•  紙 の 日  •

今月の相談 ※相談は無料です。詳細は担当課へ
相　　談　　名 曜　　日 時　　間 場　　所 内　　　　容 問　合　せ

消費者協会会員による

消費者生活相談
7・14・21・
28日（木）

13時～15時 産業環境課 　購入した商品への不満や
悪質商法などにお悩みの方

産業環境課
 699-8714

行政相談委員による

行　政　相　談 13日（水） 13時30分～
15時30分

松茂町総合会館
２階　会議室２

　行政（国・県・町など）
の事業に対する要望や苦情

総務課
 699-8710

弁護士による

無料法律相談
14日（木）
★要予約

13時～16時 保健相談センター
２階　嘱託医室

　相続関係などお気軽にご
相談ください。秘密は厳守！
予約は２月１日から受付可

社会福祉協議会
 699-5352

人権擁護委員による

人　権　相　談 22日（金） 13時30分～
　　　 16時

松茂町総合会館
２階　会議室２

　暮らしの中で起きるいじめ
や体罰など人権に関する相談

町民福祉課
 699-8713

 

募
集

  

平
成
25
年
度
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
毎
月
1
日
発
行
の
町
広
報
誌

「
広
報
ま
つ
し
げ
」
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
　
象

　
松
茂
町
に
お
住
ま
い
で
、
平
成

25
年
度
広
報
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出

席
で
き
る
方

●
内
　
容

　
4
月
か
ら
開
催
の
モ
ニ
タ
ー
会

議
で
「
広
報
ま
つ
し
げ
」
に
対
す

る
意
見
や
要
望
を
話
し
合
い
ま

す
。（
偶
数
月
、
年
6
回
）

●
定
　
員
　
5
名

●
任
　
期
　
1
年

●
申
込
締
切
　
2
月
28
日（
木
）

▼
問
合
せ

　
企
画
財
政
課

 

６
９
９
・
８
７
１
１

 
催
し

  

第
51
回
松
茂
町
少
年
駅
伝
大
会

●
開
催
日
　
2
月
2
日（
土
）

　
※
雨
天
の
場
合
は
、2
月
9
日（
土
）

に
順
延

●
時

　
間

　
開
会
式

　
　
午
前
9
時

　
競
走
開
始

　
午
前
9
時
30
分
頃

●
場

　
所

　
松
茂
中
央
公
園

▼
問
合
せ

　
社
会
教
育
課

 

６
９
９
・８
７
１
９

自　衛　官　受　付　案　内
募 集 種 目 資　　　格 受 付 期 間 試 験 期 日 そ　の　他

幹部候補生
一般・技術

20歳以上 26歳未満の者（22 歳未
満の者は大卒（見込含））
大学院（専門職大学院を除く）修
士学位取得者（海上技術幹部候補
生志願者は、理工学修士学位取得
者に限る）及び自衛官は 28歳未満

25年2月1日～
25年4月26日

１次：25年5月11日
　　：25年5月12日
　　　（飛行要員希望
　　　 者のみ）
２次：25年６月中旬
　　　予定

1　試験会場
　松茂町の自衛隊基地予定
2　待遇
　入隊後約 1年で 3等陸・海・空尉
　大学院（専門職大学院を除く）修士
学位取得者は 2等陸・海・空尉

自衛官候補生
（男　子）

18 ～ 27 歳未満の男子 年間を通じて行っており
ます。

受付時にお知らせしま
す。

（自衛官について）
1　給与：約16万～（＋各種手当）
2　賞与：年 2回（６月・12月）
3　休み：週休2日制、祝日、年末年始、夏
季休暇、年次有給休暇（年間24日）など
4　身分：特別国家公務員
5　自衛官候補生手当：
　（入隊から３ヵ月まで）約12万6千円
　　２士任官後：約16万～

予　　備
自衛官補

一般 18～ 34歳未満の者 ①平成25年１月９日～
４月３日

②平成25年７月16日～
9月30日

※第１回採用予定数を採用
した場合、第 2回は実施
しない場合があります。

①平成25年4月12～
15日

②平成25年10月12～
15日

階級は指定しない
教育訓練召集手当：日額7,900円
所定の教育訓練を終了した後予備自衛
官として任用

技能
18歳以上で国家免許資格など
を有する者（資格により53
歳未満～55歳未満）

問い合わせ先：自衛隊鳴門地域事務所（ 685-5306）　　住所:鳴門市撫養町立岩字七枚57
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/
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松
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政
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771-0295　徳

島
県
板
野
郡
松
茂
町
広
島
字
東
裏
30　T

el.088-699-8711　Fax.088-699-6010 ※この広報誌は、再生紙を使用しています。松茂町ホームページ　http://www.town.matsushige.tokushima.jp/

　１１月２５日(日)、鳴門
陸上競技場周辺で小学
生陸上クラブ３５チーム
が参加し、第７回徳島県
小学生クラブ対抗駅伝
が開催れました。
　松茂ダッシュからは３チームが参加し、Aチームが優
勝、Bチームが１２位、Cチームが１９位と優秀な成績を
修めました。
　また、現在部員を募集していますので、興味のある
子どもたちは見学・体験練習にぜひお越しください。

［お問い合わせ］社会教育課　　699-8719

【練習日時】毎週月・水・金曜日　午後５時から
【場　　所】松茂中央公園
【募集対象】小学校３年生以上の男女

　１月13日（日）、松茂町総合会館で「第61回松茂町
成人式」が挙行されました。式典では、緊張していた
新成人の参加者も、集合写真では少し“ほっと”した
様子で、終始和やかな雰囲気での記念撮影でした。
　成人を迎えられた皆さま、おめでとうございました !!

「祝　松茂町成人式」
2月号表紙解説

1,000円分 図書カード全問正解者の中から抽選で５名に 1,000円分 の図書カードが当たる !

①松茂町の確定申告会場は、総合会館2階○○○○です。
②気象庁では、地震発生直後にその発生場所と規模を推
定し、直ちに発生する津波の高さや到達時間などを予想
し、地震発生の約○分後に津波警報などを発表します。
③第64回全国人権・同和教育研究大会は岡山県の
○○市で開催されました。

問
　
題

はがきに、住所・氏名・電話番号・クイズの
答えを記入のうえ、応募してください。また、
広報「まつしげ」に対するご意見、ご感想な
どもお書きください。必ず住所氏名を書いて
ください。（１人１通に限らせていただきます）

応
募
方
法

〒771－0295　 松茂町広島字東裏30番地
　　　　　　　　　松茂町 企画財政課 広報係

締め切りは、2月８日(金)当日消印有効。
当選者は、３月号の誌面で発表します。

応
募
先

応募総数51通、うち全問正解者数51通
1月号のクイズの答え
①800　②100　③31　
厳正な抽選の結果、次の方々に図書カードをお送りします。

小畠　彩音さん　　竹島　恭介さん　　塚原　　諭さん　　　　　
辻　　知江さん　　豊永　明久さん　　板東　眞弓さん
平島佳央里さん　　古川　　智さん　　松田美彩都さん
山川　和希さん

当
選
者
発
表

○に入る言葉は何でしょう。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

スポーツ・体験 Dayスポーツ・体験 Day
日　時　平成２５年２月９日（土）
　　　　受　　　　付　 ９：００～９：３０
　　　　（受付場所・松茂町総合体育館正面入口）
　　　　体　　　　験　 ９：３０～１１：３０
　　　　親子リズム体操体験　１０：００～１０：３０
場　所　松茂町総合体育館・中央公園テニス場
　　　　　メインアリーナ：バドミントン
　　　　　　　　　　　　　　ソフトバレーボール
　　　　　　　　　　　　　　親子リズム体操
　　　　　サ ブ ア リ ー ナ：ラージボール卓球
　　　　　中央公園テニス場：硬式テニス

［お問い合わせ］松茂スポーツクラブ（松茂町総合体育館内）　　699-5744

対　象　小学生以上の方ならどなたでもＯＫで、時間内であれ
　　　　ばどの種目でも、複数体験していただけます。
　　　　ただし、親子リズム体操は保護者同伴であれば１歳半
　　　　から参加できます。
　　　　＊託児サービスはありませんので、就学前のお子様をお連れの方で他の種目
　　　　　も参加される方は、必ず保護者の方が目を離さないようお願いします。

参加料　無料（参加賞あります！）
持ち物　体育館シューズ又は上履き（洗った靴ならＯＫ）
　　　　＊ラケット、サポーターなどお持ちの方はご持参ください。
主　催　松茂スポーツクラブ
後　援　松茂町スポーツ推進委員会
　　　　松茂町教育委員会
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